
アジア・アフリカ地域の研究機関と連携して収集・育成した「標準判別菌株」と「標準判別イネ品種」

を組合せ、イネいもち病防除のための国際判別システムを開発した。このシステムを用いることで、

対象地域に蔓延するイネいもち病菌株の分布や、適切な抵抗性を持つイネ品種を判別することが

可能となり、農薬の使用量の低減につながる。

概要

背景・効果・留意点

イネいもち病は、適切な防除を行わない場合にはイネの生産量を30～60％低下させる重要な病

害である。このイネいもち病の適切な防除にむけて、アジア・アフリカ地域の研究機関と連携して収

集・選定したイネいもち病の「標準判別菌株」と、フィリピンにある国際稲研究所（IRRI）と共同で育

成した、23種類のイネいもち病抵抗性遺伝子を一つずつ保有する「標準判別イネ品種」を組み合わ

せた「イネいもち病国際判別システム」を開発した。

新たに脅威となる病原性不明のイネいもち病が発生した場合、この国際判別システムを用いるこ

とで、その病原性と蔓延状況を把握することができる（図１）。また、このイネいもち病菌株に有効

なイネいもち病抵抗性遺伝子を明らかにすることができ、抵抗性品種育成に活用できる。

植物防疫上、イネいもち病菌が国境や地域を越えて移動することを各国政府が厳しく制限してい

るため、標準イネいもち病菌の配布はできない。そのため、標準判別イネ品種を共通で使用する必

要がある。

なお、インドネシア、ベトナム、ラオス、バングラデシュでは、 「イネいもち病判別菌株」が選定され、

システムを利用可能となっている。
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イネいもち病防除のための「イネいもち病国際判別シス
テム」

図１ イネいもち病国際判別システムの概要と活用場面

既知のイネいもち病菌は、抵抗性遺伝子A、BおよびC
が有効であったが、新たに発生した病原性不明のイネ
いもち病菌は、抵抗性遺伝子BおよびCが無効となり
抵抗性遺伝子Aのみが有効であることがわかる。

新たなイネいもち病菌の発生状況やその感染拡
大状況を把握することができ、先見的に対策を
講じることができる。
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